
若年性認知症を取り巻く現状 参考資料３

（３） 認知症ではないかと周囲が気づいた頃の本人の年齢（「家族また
　　は本人票」から）

（１） 毎日の介護のことで、よく相談している人（「家族票」から）

43.5 (20人)

34.8 (16人)

32.6 (15人)

28.3 (13人)

8.7 (4人)

4.3 (2人)

2.2 (1人)

2.2 (1人)

2.2 (1人)

-

10.9 (5人)

17.4 (8人)

2.2 (1人)

0 20 40 60 80 100

ケアマネジャー、ホームヘルパー
などの介護従事者

病院・診療所

同居家族以外の親族

同居家族

友人、知人

職場の人

近所の人

地域包括支援センター

行政の担当者

民生委員

その他（家族会など　）

相談している人はいない

無回答

（％）
（複数回答）(n=46)

　　　その他

（１） 介護している中で、不安に感じていること（「家族票」から）

52.2 (24人)

6.5 (3人)

-

4.3 (2人)

21.7 (10人)

30.4 (14人)

0 20 40 60 80 100

認知症の診断・治療をする医療機関を
見つけることが難しかった

本人が受診を嫌がった

認知症の診断・治療をする医療機関の
予約を取ることが難しかった

家族が診てもらうことを嫌がった

その他

特に困ったことはない

（％）
（複数回答）(n=46)

（１） 認知症の診断や治療をしてもらうまでに、困ったこと　（「家族票」から）

（２）その他の若年認知症の原因疾患

（２） 本人の仕事の有無（「家族または本人票」から）

働いていない
87.2% (41人)

勤め人として
働いている
6.4% (3人)

自営業である
（自由業も

含む）
2.1% (1人)

休職中
4.3% (2人)

(n=47)

仕事をしていた

75.6% （31人）

認知症になる
前から仕事は

していなかった
24.4% （10人）

(n=41)

１　医療

２　家族支援

３　介護・公的支援

４　経済的支援

（１） 最初に相談・受診する直接のきっかけとなったこと（「家族票」から）

５　職場を含む社会的支援

都福祉保健局「東京都若年性認知症生活実態調査」(平成20年8月)より

都福祉保健局「東京都若年性認知症
生活実態調査」(平成20年8月)より

都福祉保健局「東京都若年性認知症
生活実態調査」(平成20年8月)より

都福祉保健局「東京都若年性認知症
生活実態調査」(平成20年8月)より

第2回若年性認知症支援部会　斎藤部会長「若年認知症－医療上の現状と課題－」より

・血管病変
・変性疾患：アルツハイマー、前頭側頭
　葉型、レビー小体型、進行性核上麻
　痺、脊髄小脳変性症
・頭部外傷後遺症、脳腫瘍

・感染症：エイズ、ヘルペス、CJ
・アルコール性
・遺伝病：ハンチントン病、ウィルソン病
・その他

民生委員に
勧められた

-
近隣の方との

話から
2.2% (1人)

ケアマネジャー、
ホームヘルパーな
ど、民間の介護

サービス事業者に
勧められた

-

その他の
きっかけ
8.7% (4人)

地域包括支援
センターで
勧められた

-

本人の勤め先から
連絡があった
10.9% (5人)

同居していない
親族の話から
10.9% (5人)

ご本人の
訴えから
6.5% (3人)

家族（あなたを含
め）が気づいたから

60.9% (28人)

(n=46)

男性
51.1%（24人）

女性
48.9%(23人)

0% 50% 100%

（１） 本人の性別（「家族または本人票」から）

３０歳代
　2.1%（1人)

４０歳代
4.3%(2人)

５０歳代
68.1%（32人)

６０歳以上
25.5%(12人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平均年齢　56.3歳

都福祉保健局「東京都若年性認知症生活実態調査」(平成20年8月)より

都福祉保健局「東京都若年性認知症生活実態調査」(平成20年8月)より

69.6 (32人)

52.2 (24人)

50.0 (23人)

39.1 (18人)

37.0 (17人)

21.7 (10人)

19.6 (9人)

6.5 (3人)

13.0 (6人)

2.2 (1人)

0 20 40 60 80 100

介護生活がこれからどのくらい続くのか、
先が見えない

介護しているあなたの精神的なストレスや
不安が強くなってきた

介護しているあなたの健康や体力が
厳しくなってきた

ご本人の認知症の進行が速くなって
きているのではないかと不安になってきた

介護にかかる費用が大きく、家計が
苦しくなってきた

介護しているあなたが介護にかかりきりで、
社会から孤立してきた

家庭内の人間関係がうまくいかない

その他

不安に感じていることはない

無回答

（％）
（複数回答）(n=46)

都福祉保健局「東京都若年
性認知症生活実態調査」

(平成20年8月)より

（２） 本人が外出する際の付き添いの程度（「家族票」から）

　無回答
2.2%(1人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人の体調や外出先によっては
付き添い付で外出　13.0%（6人)

ほとんど１人で外出
　21.7%(10人）

ほとんど付き添いが必要
63.0%(29人)

（n=46）

都福祉保健局「東京都若年性認知症生活実態調査」(平成20年8月)より

（n=47）

（n=47）

１．若年性認知症に特有の状態像

２．本人、家族の状況
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（１）若年認知症の原因疾患

（参考）65歳以上発症例の原因疾患 (人)

(人)

◆若年発症例では、女性患者よりも男性患者の方が多かった。
◆アルツハイマー型認知症に関して、高齢発症例では女性の比率が高いが
　 若年発症例においては男女差がほぼなかった。
◆若年発症例では、特に男性で前頭側頭型認知症が多かった。

斎藤部会長が2001年から2005年までに行った初診データの集計による
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